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2022年度メインオークションにおける需要曲線について

⚫ 広域機関における第38回容量市場検討会（2022年5月30日）において、2022年
度メインオークション（実需給 2026年度）の需要曲線の原案を策定し、報告を行った。

⚫ 広域機関が策定した需要曲線（原案）については、国が関連する審議会等で審議の
うえ、広域機関において決定することとされており、本日、広域機関が策定した需要曲線
（原案）についてご確認いただきたい。

2017年10月 第12回制度検討作業部会資料
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目標調達量の算定結果

⚫ 2022年度メインオークション（実需給 2026年度）においては、2022年度供給計画
にもとづき、目標調達量1億7,830万kW （H3需要×112.1%）と算定された。
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（参考）目標調達量に係る諸元
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指標価格（Net CONE）の算定結果

⚫ 2022年度メインオークション（実需給 2026年度）向けの指標価格（Net CONE）
は、最新の経済指標を用いて算定することとしており、算定の結果は9,557円/kWで
あった。
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（参考）Net CONEの算定

⚫ 発電コスト検証WGの試算においては、サンプルプラントの実績が用いられており、選定され
たプラントによって一定のばらつきがある。また、NetCONEの試算結果は第２回メインオー
クションで用いたNetCONEから大きく変動することとなる。

⚫ NetCONEの算定は、毎年度のメインオークションにおいて、算定時点の最新の経済指標
を反映することとしており、包括的な検証※等を踏まえて、必要に応じて需要曲線の見直し
等の検討を進めていくことが整理されていた。

※十分な回数のオークションが行われ、容量受渡が行われた段階である2025年度を目途に行われ
る制度全体の検証

⚫ 一方、電源の新規投資の促進のため、新規電源投資について長期間固定収入を確保す
る仕組みについて議論が行われており、その議論も踏まえて検討が必要と考えられる。

⚫ そのため、発電事業者、小売事業者双方の予見性を確保する観点から、NetCONEの見
直しは包括的な検証も踏まえた上で行うこととし、現時点では諸元の変更を行わないことと
してはどうか※ 。

※算定時点の最新の経済指標を反映を行うこととし、発電コストの諸元の変更を行わないこととする。

2022年4月
第64回制度検討作業部会



需要曲線の策定結果

⚫ 最新の供給計画、経済指標等に基づき需要曲線を策定した結果は以下のとおり。
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（参考）需要曲線の考え方について
2020年1月

第23回容量市場検討会資料
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期間 概要

2022年5月 第38回容量市場検討会で需要曲線原案の報告

2022年7月 本作業部会で需要曲線の原案の審議

2022年7月～8月（予定） 募集要綱の確定・公表、需要曲線の公表

2022年8月～10月（予定）
参加登録（事業者情報、電源等情報、期待容量）や
応札準備

2022年11月（予定） 応札期間

2023年1月頃（予定） 約定結果の公表

今後のスケジュール

⚫ 本日のご議論を踏まえた結果を広域機関に報告する。その後、広域機関において需要
曲線の公表が行われる。

本日⇒
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